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●
親
子
で
ジ
オ
パ
ー
ク

９
月
４
日
（
土
）
午
前
中
行
わ
れ

た
『
親
子
で
ジ
オ
サ
イ
ト
』
。
「
留

山
」
「
三
十
釜
」
「
海
岸
」
の
３
つ

の
ジ
オ
パ
ー
ク
・
ツ
ア
ー
に
、
児
童

と
保
護
者
合
わ
せ
て
約
１
６
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
「
地
球
・
大
地

を
意
味
す
る
ジ
オ
」
と
、
「
公
園
を

意
味
す
る
パ
ー
ク
」
と
を
組
み
合
わ

せ
た
言
葉
で
、
ジ
オ
サ
イ
ト
は
そ
の

見
ど
こ
ろ
の
場
所
で
す
。

八
森
小
学
校
で
は
、
全
校
を
挙
げ

て
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
に
取
り
組
ん
で

い
る
た
め
、
こ
の
機
会
に
保
護
者
に

も
ジ
オ
パ
ー
ク
を
理
解
し
て
も
ら
お

う
と
企
画
し
ま
し
た
。

初
め
て
ジ
オ
サ
イ
ト
を
訪
れ
た
と

い
う
保
護
者
も
多
く
、
地
元
の
こ
と
を
知
る
良
い
機
会

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
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●
３
年
生
の
峰
浜
梨
学
習

毎
年
、
３
年
生
は
峰
浜
梨
に
つ
い

て
学
習
す
る
と
と
も
に
、
峰
浜
梨
の

Ｐ
Ｒ
大
使
と
い
う
重
要
な
役
目
も
担
っ

て
い
ま
す
。

今
年
も
峰
浜
梨
の
Ｐ
Ｒ
ノ
ボ
リ
が

国
道
沿
い
に
６
本
立
ち
ま
し
た
。
青

空
に
映
え
て
最
高
の
Ｐ
Ｒ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
見
た
人

は
思
わ
ず
買
っ
ち
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。
梨
農
家
に
と
っ
て

も
心
強
い
エ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
４
・
５
年
生
の
自
然
体
験
学
習

９
月
７
日
～
８
日
（
火
、
水
）
、
あ

き
た
白
神
体
験
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
、

４
年
生
は
９
日
の
み
の
日
帰
り
体
験
学

習
を
、
５
年
生
は
宿
泊
体
験
学
習
を
行

い
ま
し
た
。

初
日
は
、
両
学
年
で
里
山
で
の
自
然

観
察
、
日
本
海
で
の
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
＆

海
水
浴
を
体
験
し
、
翌
日
、
５
年
生
は

十
二
湖
で
の
自
然
観
察
会
、
マ
イ
は
し

づ
く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
今
回
の
自
然
体
験

学
習
を
通
じ
て
心
の
洗
濯
が
で
き
た
よ

う
で
し
た
。
八
峰
町
の
自
然
環
境
の
豊

か
さ
を
い
つ
ま
で
も
覚
え
て
い
て
欲
し

い
で
す
ね
。
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●
八
峰
中
祭

９
月
５
日(
日
）
『
盛
々
堂
々

一
人

一
人
が
自
信
を
も
っ
て
』
を
テ
ー
マ
に
、

第
６
回
八
峰
中
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
を
行
っ
て
の
開
催
で
す
。

八
峰
中
祭
ス
ト
ー
リ
ー
、
英
語
弁
論
、

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、
吹
奏
楽
部
演
奏
、

ス
テ
ー
ジ
発
表
、
ク
ラ
ス
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
な
ど
を
通
し
て
、
３
年
生
の
熱
い

想
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
学
校
祭
で
し
た
。

目
を
引
い
た
ス
テ
ー
ジ
が
２
つ
。
一

つ
は
、
吹
奏
楽
部
員
と
保
護
者
有
志
と

の
合
同
演
奏
ス
テ
ー
ジ
。
部
員
数
が
少

な
い
吹
奏
楽
部
の
た
め
に
、
９
名
の
保

護
者
等
の
方
が
協
力
を
申
し
出
ま
し
た
。

こ
う
い
う
形
は
ア
リ
で
す
ね
。

も
う
一
つ
は
、
石
川
郷
土
芸
能
保

存
会
の
中
学
生
８
人
に
よ
る
石
川
駒

踊
り
の
披
露
。
保
存
会
の
大
人
の
方

も
お
囃
子
や
着
付
け
等
を
担
当
し
て

舞
台
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。

中
学
生
が
、
同
じ
中
学
生
の
前
で

堂
々
と
石
川
駒
を
演
じ
た
こ
と
が
素

敵
で
し
た
。
そ
し
て
見
事
で
し
た
。

二
つ
と
も
、
学
校
と
保
護
者
、
地

域
が
協
力
し
て
作
り
上
げ
た
ス
テ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で
、

と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

八峰町コミュニティ・スクールは『将来の八峰町を支える人材の育成』と『持続可能な地域づくりの推進』を目指します
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八
峰
コ
ミ
ス
ク
通
信

Ｄ
の
あ
っ
ち
こ
っ
ち
見
聞
録

※
見
て
い
な
い
の
も
あ
り
ま
す
。
ご
め
ん
な
さ
い
。

※コミスクは「コミュニティ・スクール」の略です。ブログは『あきた白神からのCSレター2』https://blog.goo.ne.jp/gakkou772816ｂ

八森小学校の授業参観
９月２２日（水）教育委員会の八森小学校訪問

に相乗りする形で、当コミュニティ・スクール委

員の研修会（授業参観）を行いました。新型コロ

ナウイルス感染予防の観点から人数を絞り、結果

４名が参加しました。

委員の感想です。
「タブレット等への文字入力は、子どもによって差があった。家庭で練習でき

ればいいのに」。「ダブレット等への入力が上手くできれば、入力ストレスが

少なくなり、授業もスムーズに進む。でも学校には余裕はないと思う」。「机

が小さいので、教科書とタブレット等を置くのに不便そう」。「今の子どもた
ちは、きちんと授業を聞いて、理解して、こなしているように見える。（昔の

私たちから見ると）本当に理解できているのだろうかという一抹の不安も」。
「都市部に比べれば、子どもたちは授業に集中できている。支援員もいて勉強

で置き去りになる子どもは少ないと思う」。貴重な意見でした。


